
東日本大震災・原子力災害伝承

館は、平成23年3月の震災と東京

電力福島第1原発事故で被災した

福島の人々の体験収集を本年度

から始めた。

「被爆から77年となる長崎では

被爆者の記憶が薄れたり、変

わったりしている。証言収集は

記憶が新しい早い時期から始め

ることが大事だ」と強調した。

高村　昇・教授
福島の被災体験収集をスター

トした。

高村　昇・教授
福島の被災体験収集をスター

トした。
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東日本大震災・原子力災害伝承

館は、平成23年3月の震災と東京

電力福島第1原発事故で被災した

福島の人々の体験収集を本年度

から始めた。

「被爆から77年となる長崎では

被爆者の記憶が薄れたり、変

わったりしている。証言収集は

記憶が新しい早い時期から始め

ることが大事だ」と強調した。

３．新聞等に掲載された活動

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日
活動内容の概要と

社会との関連

国際保健医療福祉学研究分野 (原研国際)

高村　昇・教授
福島の被災体験収集をスター

トした。
産経新聞 2022年4月3日

東日本大震災・原子力災害伝承

館は、平成23年3月の震災と東京

電力福島第1原発事故で被災した

福島の人々の体験収集を本年度

から始めた。

「複合災害を経験した福島の人

にしか語れないことがたくさん

ある。次の災害への教訓にし、

国際的にも発信するべきだ」と

語った。

高村　昇・教授
福島の被災体験収集をスター

トした。
福島民報 2022年4月4日 月曜日

東日本大震災・原子力災害伝承

館は、平成23年3月の震災と東京

電力福島第1原発事故で被災した

福島の人々の体験収集を本年度

から始めた。

「被爆から77年となる長崎では

被爆者の記憶が薄れたり、変

わったりしている。証言収集は

記憶が新しい早い時期から始め

ることが大事だ」と強調した。



高村　昇・教授

「福島、その先の環境へ。対

話フォーラム」へ参加し、討

論や質問への回答を行った。

「原子力施設からの廃棄物の基

準と、再生利用の基準はなぜ異

なる？」との参加者からの質問

に、「再生利用した後も、周辺

の放射線量や施設を利用する人

の被ばく線量などを継続的にモ

ニタリングし、安全性を担保し

ていく。」と回答した。

福島民報

高村　昇・教授

「福島、その先の環境へ。対

話フォーラム」へ参加し、討

論や質問への回答を行った。

福島民友 2022年4月15日 金曜日

高村　昇・教授

5月24日に川内村にて行われ

た、村づくり会社かわうちラ

ボの活動報告会において、座

談会に参加した。

福島民報 2022年5月26日 木曜日

一般社団法人かわうちラボの活

動報告会にて、村商工会の井出

茂会長、一般社団法人ならはみ

らいの石崎芳行顧問とともに、

座談会に参加した。

高村　昇・教授

5月13日、県民健康調査検討委

員会の会合が福島市で開か

れ、新座長としての抱負を

語った。

朝日新聞 2022年5月14日 土曜日

福島県県民健康調査検討委員会

の新座長に選出された。「県民

の不安に寄り添い、健康を見守

るという調査の本来の目的を果

たすため議論したい。」と述べ

た。

2022年4月15日 金曜日

「被ばくは子や孫といった次世

代に影響しますか？」との参加

者からの質問に、「原爆の被害

を受けた広島や長崎において実

施されている被ばく二世の方の

健康状態に関する様々な研究で

は、がんのリスクが高まると

いった健康影響は示されていな

い。昆虫や植物に関しては、高

線量の放射線を浴びることによ

る遺伝的影響が報告されている

例もあるが、ヒトに対する遺伝

的影響は証明されていない。」

と回答した。

5月13日、県民健康調査検討委

員会の会合が福島市で開か

れ、新座長としての抱負を

語った。

福島民友

2022年5月14日 土曜日

福島県県民健康調査検討委員会

の新座長に選出された。「福島

の健康を守る職務に全力を尽く

す。」と述べた。

高村　昇・教授

高村　昇・教授

5月13日、県民健康調査検討委

員会の会合が福島市で開か

れ、新座長としての抱負を

語った。

福島民報 2022年5月14日 土曜日

福島県県民健康調査検討委員会

の新座長に選出された。「原発

事故が発生して一週間後に福島

県に入り、活動してきた。出身

も在住も福島県ではないが、特

別な思いがある。県民の健康を

守る委員会の座長として、さら

に注力する。」と語った。

2022年5月14日 土曜日

福島県県民健康調査検討委員会

の新座長に選出された。「県民

の不安に寄り添い、県民の健康

を守るという調査の本来の目的

を果たし、よりよい県民健康調

査を行っていくため議論してい

きたい。９年近く委員を務めて

おり、引き続き力を尽くしてい

く。」と語った。

高村　昇・教授

5月13日、県民健康調査検討委

員会の会合が福島市で開か

れ、新座長としての抱負を

語った。

河北新報



高村　昇・教授

6月3日、東日本大震災・原子

力災害伝承館で、福島の復興

推進拠点活動報告会を開い

た。

長崎新聞 2022年6月4日 土曜日

被災地に学生を招いての人材育

成や、住民への放射能に関する

情報提供といった、長崎大学の

活動を報告。「ニーズに合わせ

た支援を続けたい。」と語っ

た。

高村　昇・教授

5月24日に川内村にて行われ

た、村づくり会社かわうちラ

ボの活動報告会において、座

談会に参加した。

福島民友 2022年5月27日 金曜日

一般社団法人かわうちラボの活

動報告会にて、村商工会の井出

茂会長、一般社団法人ならはみ

らいの石崎芳行顧問とともに、

座談会を開いた。「自然が豊か

で村民が温かい」「村産のキノ

コがおいしい」など、外部の視

点から見た村の「宝物」を紹介

した。

高村　昇・教授

6月3日、東日本大震災・原子

力災害伝承館で、福島の復興

推進拠点活動報告会を開い

た。

福島民報 2022年6月4日 土曜日

被ばくや放射線に関する研究、

支援セミナーの活動状況など紹

介した。今後の展望として、

「被ばく医療科学分野の人材育

成や準備宿泊者への戸別訪問な

どを実施したい。」と説明し

た。

高村　昇・教授

6月3日、東日本大震災・原子

力災害伝承館で、福島の復興

推進拠点活動報告会を開い

た。

福島民友 2022年6月4日 土曜日

高村昇教授が座長を務め、川

内、富岡、大熊、双葉の4町村の

首長らと共に、復興の現状を語

る座談会を開いた。

高村　昇・教授

8月18日、国立長崎原爆死没者

追悼平和祈念館で本年度第1回

の「被爆者健康講話」が開か

れ、放射線被ばくと健康影響

について話した。

長崎新聞 2022年8月19日 金曜日

放射線についての基本知識や日

常生活での被ばくについて説

明。東京電力第1原子力発電所事

故から原子力災害の被害や復興

の様子を紹介し、「原子力災害

は復興までに時間がかかる。長

崎からも関心を寄せてほし

い。」と述べた。

高村　昇・教授

6月30日、東京都千代田区で行

われた、放射線被ばくを巡る

情報提供の在り方を考える環

境省主催の公開講座に参加し

た。

長崎新聞 2022年7月5日 火曜日

パネル討論で、被災地住民との

「信頼」を築く重要性を指摘し

た。また、「事故直後は分かり

やすくシンプルにメッセージを

出すことが大事だが、復興期

は、より住民に寄り添って信頼

を得ることが専門家に求められ

る」と強調した。

高村　昇・教授

8月26日、東日本大震災・原子

力災害伝承館を訪れた長崎大

学のウクライナ避難学生へ向

けて、福島医大副学長と講

義・議論を行った。

福島民友 2022年8月27日 土曜日

東日本大震災・原子力災害伝承

館を訪れた長崎大学のウクライ

ナ避難学生へ向けて、山下俊一

長崎大学名誉教授・福島医大副

学長とともに、講義と議論を

行った。

高村　昇・教授

8月26日、東日本大震災・原子

力災害伝承館を訪れた長崎大

学のウクライナ避難学生へ向

けて、福島医大副学長と講

義・議論を行った。

福島民報 2022年8月27日 土曜日

東日本大震災・原子力災害伝承

館を訪れた長崎大学のウクライ

ナ避難学生へ向けて、震災の津

波で流された郵便ポストや第一

原発模型等、英語で案内をし

た。また、講演と意見交換を

行った。



高村　昇・教授

10月30日、東日本大震災・原

子力災害伝承館を訪れた田上

富久市長を案内した。

福島民報 2022年10月31日 月曜日

東日本大震災・原子力災害伝承

館を初めて訪れた田上市長に、

震災の津波で変形した消防車

や、原発事故の水素爆発の様子

をまとめた映像などで案内をし

た。

高村　昇・教授

防災特集欄において、東日本

大震災・原子力災害伝承館、

福島の復興と現状に関するイ

ンタビューに答えた。

建設工業新聞 2022年9月1日 木曜日

東日本大震災・原子力災害伝承

館設立の経緯に加え、開館以来

の来場者数、復興と共に風化す

る記憶をどのようにとどめるの

か、という質問に答えた。

高村　昇・教授

11月24日、東日本大震災・原

子力災害伝承館を訪れた、欧

州連合（EU）のジャン・エ

リック・パケ次期駐日大使を

案内した。

福島民友 2022年11月25日 金曜日

東日本大震災・原子力災害伝承

館を訪れた、欧州連合（EU）の

ジャン・エリック・パケ次期駐

日大使を案内し、震災や原発事

故について説明を行った。

高村　昇・教授

12月13日、東京電力福島第一

原発事故の国外での風評払拭

に向けた、復興庁主催の海外

向けオンラインイベントに参

加した。

福島民報 2022年12月14日 水曜日

ヨーロッパのニュース専門放送

局であるユーロニュースのサイ

トで、東の食の会事務局代表の

高橋大就氏、英国の防災研究の

専門家らと意見交換を行った。

高村　昇・教授

12月18日、NPO法人「富岡

３．１１を語る会」によって

開かれた「伝承祭」におい

て、講評を行った。

福島民友 2022年12月19日 月曜日

NPO法人「富岡３．１１を語る

会」によって、富岡町で「伝承

祭」が開かれた。「若い人も語

り部として活動してほしい」と

講評した。

高村　昇・教授

11月25日、長崎大学が主催す

るワークショップにおいて、

復興に向けた取り組みなどを

紹介した。

福島民報 2022年11月26日 土曜日

原子力や放射線などの国際機関

の専門家と、長崎大学の留学生

らによるワークショップ（長崎

大学主催）において、福島県復

興に向けた取り組みなどを紹介

した。

高村　昇・教授

1月25日、長崎大学福島未来創

造支援研究センター主催の原

子力災害復興学セミナーに、

センター長として参加した。

福島民友 2023年1月26日 木曜日

「放射線被ばくと健康影響」を

テーマに、チェルノブイリ原発

事故と福島第１原発事故の被ば

く線量の違いなどを説明。ま

た、福島県での甲状腺がんと被

ばくの因果関係は認められない

との分析などを解説した。

高村　昇・教授

環境省が展開する「対話

フォーラム」について、改善

点を指摘した。

福島民友 2023年1月16日 月曜日

福島県内の除染で出た土壌の県

外最終処分への取り組みとし

て、土壌を土木資材で再生利用

する計画の認知度向上を目的に

環境省が展開する「対話フォー

ラム」について、「本当の（意

味での）対話は時間が取れてい

ないと感じている」と、指摘し

た。



高村　昇・教授

3月11日、福島県の「3.11メ

モリアルイベント」が東日本

大震災・原子力災害伝承館で

開かれ、カンニング竹山氏と

対談した。

福島民報 2023年3月12日 日曜日

福島県の「3.11メモリアルイベ

ント」が東日本大震災・原子力

災害伝承館で開かれ、カンニン

グ竹山氏と「震災12年の軌跡と

これから」をテーマに対談し

た。

高村　昇・教授

復興がすすむ福島について、

ウクライナの学生のマルドバ

さん、松井史郎副学長と意見

交換した。

長崎新聞 2023年3月10日 金曜日

「どうしたら長い間避難してい

る人たちが戻ってこれます

か。」とのウクライナの学生か

らの問いに対し、「避難先で生

まれた子にとってはそこが古

里。12年という時間は重い。行

政や住民、専門家が情報を出し

合い、避難した人がどうするか

を決めるための材料を出すこと

が大事。」と話した。

高村　昇・教授

3月20日、長崎大学主催の活動

報告会において、双葉町の伊

沢史朗町長と対談を行った。

福島民友 2023年3月23日 木曜日

3月20日、長崎大学主催の活動報

告会において、双葉町の伊沢史

朗町長と対談を行い、復興に果

たす研究機関の役割などについ

て意見交換した。

高村　昇・教授

3月11日、東日本大震災・原子

力災害伝承館において、カン

ニング竹山氏と、震災から12

年の軌跡や福島の未来につい

て意見を交わした。

福島民友 2023年3月12日 日曜日

カンニング竹山氏と、震災から

12年の軌跡や福島の未来につい

て意見を交わし、「伝承館は複

合災害を後世に伝えるミッショ

ンを担う。これから増える震災

を知らない世代にも広く伝承し

ていきたい。」と話した。

⾎液内科学研究分野 (原研内科)
氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日

活動内容の概要と

社会との関連

宮﨑泰司・教授 原爆犠牲者慰霊祭挙行 長崎大学HP 2022年8月18日

8月9日医学部記念講堂において

原爆放射線の影響から学び、放

射線による被害を繰り返さない

こと、安全な放射線利用を目指

して研究を続けることは原研、

及び長崎大学の進むべき道であ

る都の講演を行った

宮﨑泰司・教授 放射線の被害者支援 読売新聞 2022年4月7日

RECNAの吉田所長と原研所長は6

月に開催される核兵器禁止条約

の第1回締約国会議を前に放射線

被害者支援に関する提言書を発

表した


